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天塩川⽔系／⼆⼗三号川 北海道留萌建設管理部

整備のねらいや整備効果が視覚的にわかる写真
（整備前後の写真、または取り組み内容を⽰す写真2枚程度）

⼆⼗三号川は、過去の改修で合流河川である雄信内川とともに、河道
が直線化されたことにより、瀬や淵が喪失し、⿂類の⽣息環境に影響を
及ぼしている。また河床低下も進⾏しており、既設橋梁や護岸の根⼊れ
不⾜による安全性の低下が懸念される。そのため、環境と治⽔の両⽅に
配慮した改修断⾯および河床低下対策⼯の決定⽅法について報告する。

●改修後イメージ

●現況

瀬
淵

砂礫底が喪失し、粘性⼟が露出

川⾃⾝の⼒で瀬や淵が創出されることを期待（写真は⼆⼗三号川上流）




